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点  名 Ｘ座標 Ｙ座標 Z座標
T-1 3000.000 3000.000 300.000
T-2 2966.948 2998.087 296.023
T-3 2979.905 3010.651 297.638
T-4 2981.948 3033.855 304.237
T-5 3004.018 3017.726 315.186
T-6 3008.415 2986.291 301.466
NO.0 2979.963 3011.585 295.993
A 2985.699 3030.856 301.975

計画平面図　S=1/200
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那賀郡那賀町木頭他
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工事名

平面図

法枠工A=48m2，鉄筋挿入工N=23本

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

擦り付け流路工

道の復旧

流木止め堰堤

黒パイプφ50

黒パイプφ20
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計画縦断図
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工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞
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H=1:200

工事名

縦断図

V=1:100

当初設計図面
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EL=300.81
正 面 図

NO.0+ 8.70
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基面整正範囲　 S =1 / 20 0

転石
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GH=297.326

NO.0+8.70

R
R

転石

転石
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転石
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DL=290.00

R
転石

GH=296.645

NO.0+5.00

土砂

DL=293.00

GH=295.952

NO.0

擦り付け流路工

※　現況護岸形状に合わせる。

簡易流木止め工一般図 S=1/100
正 面 図

断 面 図

上流側　側壁護岸 上流側　底版

下流側　側壁護岸 下流側　底版

側壁護岸

名 称

コ ン ク リ ー ト

型 枠

裏 型 枠

収 縮 目 地

算　　　　　式

1/2 * ( 0 . 1 5 H + 0 . 6 0 ) * H

　(1  + 0 . 5  ) * H

t = 1 0 m m  上下流に2箇所

2      2

　(1 + 0 . 3 5  ) * h2        2

単 管 傾 斜 足 場 　(1 + 0 . 5  ) * H2      2

上流側　側壁護岸 上流側　底版

下流側　側壁護岸 下流側　底版

側壁護岸(上流側)

側壁護岸(下流側)

名 称

コ ン ク リ ー ト

型 枠

裏 型 枠

収 縮 目 地

算　　　　　式

0. 3 0 * H

　(1  + 0 . 3  ) * H

t = 1 0 m m  上下流に2箇所

2       2

　(1  + 0 . 3  ) * H2       2

底版

名 称

上 流 側

算　　　　　式

下 流 側

※　目地は上下流及び左右に設置する。
水 抜 き パ イ プ VPφ6 5、3 . 0 m 2に1箇所

水 抜 き パ イ プ VPφ65、3. 0 m 2に1箇所

底版

名 称

上 流 側

算　　　　　式

下 流 側

※　目地は上下流及び左右に設置する。

名 称

コ ン ク リ ー ト

型 枠

裏 型 枠

収 縮 目 地

算　　　　　式

1/ 2 * ( 0 . 1 5 H + 0 . 6 0 ) * H

　(1  + 0 . 5  ) * H

t = 1 0 m m  上下流に2箇所

2       2

　(1  + 0 . 3 5  ) * h2         2

単 管 傾 斜 足 場 　(1  + 0 . 5  ) * H2       2

水 抜 き パ イ プ VPφ65、3. 0 m 2に1箇所
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NO.0+5.00
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NO.0+9.40
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NO.0+13.40
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NO.0+5.70
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NO.0+9.40

NO.0+11.40

NO.0+13.40

NO.0

鋼製スリット　H=2.0m

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞
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工事名

一般図

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事
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点  名 Ｘ座標 Ｙ座標 Z座標
T-3 2979.905 3010.651 297.638
T-4 2981.948 3033.855 304.237 平　面　図　 S = 1 / 1 0 0

標準断面図 S=1:100
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D19　L=800

展開図作図方向

□300*300

EL

EL

1:
0.

6

SL

※　鉄筋挿入工を打設する法枠の交点は、
　　地山の形状および切土形状により、
　　現地にて適宜変更してもよい。

　D19,SD345,L=2.5m 　D19,SD345,L=2.5m

R

転石

R

転石

法枠工展開図　S=1/100
【　右岸側　】 【　左岸側　】

石積工展開図　S=1/100

【　右岸側　】
【　左岸側　】

S=1:20

※）表示数値は、鉄筋中心までの数値を示す。

枠内鉄筋 D 1 6

※）スターラップなし

枠断面

【 F- 3 0 0 , 2 0 0 0 * 2 0 0 0  】

EL

S=1:50

枠内鉄筋 D 1 6

　D 1 9 , S D 3 4 5 , L = 2 . 5 m
D 1 3 , L = 5 0 0

※)土砂部枠内緑化においては、土壌硬度23mm以上・砂質土を想定し植生基材吹付t=3cmとしている。
　 施工時では、土壌硬度を確認し、緑化工種・吹付厚等を再考のこと。

標準構造図

付帯工詳細図
法枠構造図

土砂部 断面図
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.
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石積み s=1/20

1 . 1 1 8 × H

名 　 称

m

数 　 量

石 積 み

m当り

2

【1: 0 . 5】
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NO.0+8.70
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297.65

S=1/100

1 溶融亜鉛めっき　

亜鉛めっき　1

1
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個

個

150×150×9角座金

ナット

数量 備　　考

(1箇所当り)数量表

仕　　様

個

種　　別

ロックボルト

単位

先端キャップ D19

D19-90スペーサー

亜鉛めっき本

防錆材入φ100×150頭部キャップ

1個ワッシャー φ74.5×25

1個

D19,SD345(L=2.5m/本)

D19

最大ピッチ2.5mで最低2箇所2

防錆材

吹付法枠工
□300*300

先端キャップ

グラウト

ロックボルト D19 SD345

スペーサー

（亜鉛めっき）
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鉄筋挿入工詳細図 S=1：10
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図面名

縮尺 図面番号
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事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞
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工事名

付帯工詳細図

1

当初設計図面
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ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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R

土砂

DL=290.00

GH=295.952

NO.0

※　現況護岸形状に合わせる。

DL=290.00

GH=296.645

NO.0+5.00

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

EL=297.62

2.5

0.3

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

3.2

1.88

施工基面:EL=295.952

施工基面:EL=296.645

2.1

0.8

3.3

2.47

最大埋戻幅　1.0m

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m

1:
0.5

1:
0.

5

1:
0.5

1
:
0
.
35

1
:0
.5

1
:
0
.
3
5

EL=299.24

EL=298.56
EL=298.26

EL=296.56

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)
路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1351:100

工事名

横断図１

横断図１

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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施工基面:EL=296.630

17.7

1.8

1.2

3.8

2.0

施工基面:EL=297.326

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m
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1
:0.51
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EL=298.35

EL=296.65

1:
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1
:
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.3
5

1:
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1:0.6

EL=300.03

EL=298.78

EL=297.35

EL=299.42

EL=300.81

EL=302.25

EL=299.42

EL=300.81

EL=303.99

R

R

転石

転石

DL=290.00

GH=297.326

NO.0+8.70

DL=290.00

GH=296.630

NO.0+5.70

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)
路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1361:100

工事名

横断図２

横断図２

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他

3
0
0

1
 
7
0
0

2
 
0
0
0

1 000

1
 
6
8
2

4
3
5

道の復旧

2 373

2
 
3
7
0

300

3
 
1
7
5

1
 
4
4
0

1
 
3
8
7

1
 
3
8
7

3
0
0

2
 
0
7
0

2
 
3
7
0

4 250



19.0

8.7

2.2

22.2

12.3

3.1

施工基面:EL=297.810

施工基面:EL=297.322

数量(下流)

1.0

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m

1.0m　最大埋戻幅  4.0m

最大埋戻幅　4.0m

最大埋戻幅　1.0m

【 流 木 止 め 堰 堤 】
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EL=304.60

EL=302.60

EL=305.84

EL=303.63

2.4

数量(上流)

R

R

転石

転石

DL=290.00

GH=298.051

NO.0+11.40

DL=290.00

GH=297.322

NO.0+9.40

埋戻工算出根拠図

(H=3.5m)

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)

名 　 称 規　　格 数   量

盛 　 土

掘 　 削

床 　 堀

床 　 堀

埋 　 戻

基面整正

掘 　 削

掘 　 削

掘 　 削

取壊し

土砂 (H  5.0m)

土砂 (H  5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

軟岩 (H　5.0m)

土  砂

軟  岩

埋 　 戻

岩盤清掃

石積み

埋 　 戻

取壊し コンクリート(無筋)

名 　 称 規　　格

埋 　 戻

埋 　 戻

埋 　 戻

埋戻部面積A=(1.039+2.196)×5.320=17.2m2

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1371:100

工事名

横断図３

横断図３

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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堆砂面

H.W.L

余裕高

R

DL=290.00

GH=298.581

NO.0+13.40

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1381:100

工事名

横断図４

横断図４

当初設計図面
Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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3 929 3 649

4 560 4 051
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4
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6
0
0



堤体施工に関する留意事項

1   リフト高

  1 )  1  リフトの打設高さは0.7 5～2 . 0 m  を標準とする。

  2 )  岩盤上及びやむを得ず長い日数にわたって打止めておいたコンクリートに打継ぐときは0. 7 5～1. 0 m  の

     リフトで数リフト打つのがよい。

  3 )  旧コンクリートの材令が0. 7 5 m  以上1 . 0 m  未満のリフトの場合は3日(中2日)、1. 0 m  以上1 . 5 m  未満のリ

     フトの場合は4日(中4日)1 . 5 m以上2 . 0 m以下のリフトの場合は5日(中4日)に達した後に新コンクリート

     を打継がなければならない。

  4 )  隣接ブロックの打設高低差は、上下流方向で4リフト、横方向8リフト以下とする。

2   打設計画

  1 )  施工に先立ち全体の打設計画を立て、日々打設のブロック割を決定し、打設する。

  2 )  ブロック打設の場合は硬化熱の発散を考慮し、隣接ブロックの打込み順序を決める。

  3 )  コンクリート打込み前にあらかじめ基礎岩盤面の浮石、堆積物、油及び岩片等を除去した上で、圧力水等

 　  により清掃し、溜水、砂等を除去しなければならない。

  4 )  コンクリートを打込む基礎岩盤及び水平打継目のコンクリートについては、あらかじめ吸水させ、湿潤状

     態にした上で、モルタルを塗り込むように敷均さなければならない。

  5 )  モルタルの配合は本体コンクリートの品質を損なうものであってはならない。また、敷き込むモルタルの

     厚さは平均厚で、岩盤では2c m  程度、水平打継目では1. 5 c m程度とするものとする。

  6 )  水平打継目の処理については、圧力水等により、レイタンス、雑物を取り除くとともに清掃しなければな

     らない。

  7 )  1  リフトを数層に分けて打込むときには、締固めた後の1  層の厚さが、4 0～5 0 c m  以下を標準となるよう

     に打込まなければならない。

  8 )  コンクリートの養生を散水等により行わなければならない。コンクリートの養生方法は、外気温、配合、

     構造物の大きさを考慮して適切に行わなければならない。

  9 )  水通し部は、なるべく計画洪水量を流過させる断面を確保できる打設計画とする。

 10 )  水通し部と前庭部の打設計画は、水叩工を施工する前に水通し部の打設高を高くしてはならない。また側

     壁を打設完了した場合、本堤水通し幅は側壁幅以下とする。

 11 )  前庭部側壁の打継は水叩上面と同一高さで打継いではならない。

 12 )  コンクリートの打込みはコンクリートバケットの使用を標準とし、コンクリート打込み用バケットを、そ

     の下端が打込み面上1m  以下に達するまで降ろし、打込み箇所のできるだけ近くに、コンクリートを排出

     しなければならない。

3   新旧年度の打継

  1 )  新旧年度打継の水平面は硬化遅延剤、垂直面はチッピング処理を講じる。チッピングの厚さは0 .5～1 . 0 c m  

     程度とする。

  2 )  硬化遅延剤の施工方法はコンクリート打設後、ブリージング水を除去してから液体を散布し、約8～24  時

     間後（一般に12～1 4  時間）、水を噴きかけながら硬いブラシでこすり、凝結遅延しているモルタル部分

     を完全に洗い出し骨材を露出させる。

※　徳島県　砂防技術指針(案)　平成29年4月　P.VIII-13

コンクリート打設参考図　 S = 1 / 1 0 0

＜流木止め堰堤＞

正　面　図 断　面　図

ブロック打設計画

ブロック

 番   号
コンクリート

 設 計 数 量
累　　計

総 計

小 計

1A -

A -

A - 3

2

3.37 3.37

4.05 7.42

6.12 13.54

75.58

75.58

打設
順序

A - 4 6.49 20.03

1

8

5

3

A - 5 9.32 29.35

A - 6 10.29 39.647

10

A - 7 6.59 46.2312

A - 8 3.37 49.602

L = 3 . 5 m

止水板　L = 3 . 5 m  ×  2  =  7 . 0 m

A - 9 4.05 53.65

A - 10 6.12 59.776

4

A - 11 6.49 66.269

A - 12 9.32 75.5811

足場工参考図(キャットウォーク)　 S = 1 / 1 0 0

＜流木止め堰堤＞

正　面　図 断　面　図

 19.7 +   6.9 =  26.6 m流木止め堰堤  　:

1段目

2段目

1段目

2段目

1段目

2段目

足場(キャットウォーク)延長

足場延長の算出方法は、足場の高さ方向の標準設置間隔を1 .8 mとして段数を決定し算出する。

足場延長算出式　L a =  A a / 1 . 8 m

　Aa :足場対象面積( m2 )　※垂直投影面積とし、足場の不要となる基礎地盤より2 .0 m分は

　　　　　　　　　　　　  控除するものとする。

注意事項

　1.間詰がない場合は基盤から2 mのところより計上する。

　　(足場の不要となる基礎地盤とは、平坦( i= 1 / 1 0以内)が5. 0 m以上の箇所をいう)

　2.ハッチング部分は計上しない。

　3. 1ブロック(目地の間)内では段差はつけない。

　4.ジョイント部は各年度の最終リフト差が2mを越える場合に計上する。

上下流合計
A a = 3 5 . 5 1 m

2

L a = 3 5 . 5 1 / 1 . 8 = 1 9 . 7 m

左右合計
A a = 1 2 . 5 0 m

2

L a = 1 2 . 5 0 / 1 . 8 = 6 . 9 m

数量算出用

打設継目

A - 2

A - 1

A - 3

A - 4

A - 5

A - 6

A - 7 A - 9

A - 8

A - 1 0

A - 1 1

A - 1 2

A - 6

A - 7A - 2 , 9

A - 1 , 8

A - 3 , 1 0

A - 4 , 1 1

A - 5 , 1 2

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1391:100

工事名

コンクリート打設参考図

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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S=1/200
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297.03

297.87

298.48

299.46
299.60
(299.20)

302.8

301.25
299.56

298.32
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施工計画図(案)

平面図　S=1/200

STEP1:仮設、のり面工施工

1.左岸側の小屋を撤去し、渓流への重機搬入通路を
　確保する。
2.左岸側のり面切土をしながら渓流内へバックホウ
　を搬入する。
3.堰堤上流側に仮締め切り工および仮排水管を設置
　し、下流への仮水路を築造する。
4.左右岸の上部切土を先行して行い、吹付法枠工を
　施工する。

(2
段
　
N
=
3個

/
m
,1
.0
3
m3
/個

)

φ500(ダブル管)　L=23m

N=9個

上部より人力掘削を行い、
下部のバックホウが届く範囲は
機械掘削を行う。

STEP2:本堤施工

1.堰堤部の掘削、床掘を行い、コンクリート打設を
　行う。堰堤部の掘削に伴い、仮排水管の位置は、
　適宜移動を行う。
2.コンクリート打設後に鋼製スリットを設置。

平面図　S=1/200

作
業
半
径
 L=16.0m

(3.2t)

※　H鋼もしくはビティ足場等を使用し、仮排水管の足場を設ける。

※　H鋼もしくはビティ足場等を使用し、仮排水管の足場を設ける。

STEP3:取り合い護岸工施工

1.取り合い部の護岸工を施工。

STEP4:仮設撤去など

1.仮排水管の撤去
2.左岸側の小屋の復旧

平面図　S=1/200

NO.0+5.70
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NO.0+5.00

NO.0+8.70

NO.0+9.40

NO.0+11.40

NO.0+13.40

IP.1

NO.1

NO.0+5.70

NO.0+5.00

NO.0+8.70

NO.0+9.40

NO.0+11.40

NO.0+13.40

IP.

施工手順

(基礎工)

検査・確認事項

Dスリット施工手順

床堀　整地均し

1次コンクリート打設

材料搬入 各種材料受入検査

(寸法,形状,数量等)

測量・墨出し

アンカーボルト工

足場組立

部材架設

高力ボルト締付工

現場塗装工

足場解体前出来形検査

足場解体

2次コンクリート打設

竣工時 外観検査,出来形計測

(立会)

空気量測定,圧縮強度試験
出来形計測

材料試験成績書,スランプ試験

塗膜厚,出来形,外観

(立会)

塗膜厚測定
使用量確認(充缶,空缶)

現場予備試験(立会)
マーキング確認

軸力計の検定(持込み前)

開始時：柱基部レベル確認
完了時：出来形計測

部材搬入

STEP1:仮設、のり面工施工 STEP2:本堤施工

縦 断 図　S=1/200

STEP3:取り合い護岸工施工

高密度ポリエチレン管
φ500

掛樋工構造図 S=1/50

高密度ポリエチレン管
φ500

堰堤上流にて土のうにより渓流部を締切、

仮排水管を設置する。

標準断面図　 S =1 /2 0 0

仮締切り部標準断面　 S = 1/ 20 0
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ラフテレーンクレーン

作業日当たり標準作業量　73m
3
/日(土木工事標準積算基準書I-12-4-51)

標準断面図　 S =1 /2 0 0

ラフテレーンクレーン
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作業半径(m) (注)1.上図は、ブームのたわみを含んでいません。
 　 2.本図は、アウトリガ最大(6.5m)張出状態での図です。

■作業半径-揚程図　25t吊
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路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

1310図示

工事名

施工計画図（案）

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他

バックホウ(平積み0.35)

1 100

2 200

2
 
16
0

大
型
土
の
う

バックホウ(平積み0.35)

吹付用機

コンプレッサー、ポンプ

アジテーターホッパー

生コン車

仮排水工　高密度ポリエチレン管

大型土のう積み

バックホウ(平積み0.35)

生コン車

生コン車

バックホウ(平積み0.35)

仮排水工　

H-300*300

H-300*300

仮排水工　

25t吊り　　

25t吊り　　
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路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

13111:100

工事名

鉄筋挿入足場参考図

当初設計図面

10.0空m3
7.6空m3

11.5空m3
7.3空m3

14.0空m3
11.7空m3
8.3空m3

9.1空m3
7.3空m3

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事
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標識工（急傾斜地崩壊危険区域）

○○地区急傾斜地崩壊危険区域

この付近はがけ崩れが発生するおそれがありますので，大雨等の際には気象情報をこまめ

構造形式は，次のとおりとする。

（標識板）

１　材質はアルミ板とし，厚さ2mmスコッチカル張りとする。

２　字体は，丸ゴシック体とし，色は黒色とする。

３　表板の地色は，白色とする。

４　わく線は黒色とする。

（標識脚）

１　材質は鋼管とし，Φ60.5mm×t2.3mmとし，長さは2750mmを基準とするが

　地形等の状況により増減することがある。

２　字体は，丸ゴシック体とし黒色とする。

３　脚の色は白色とする。

４　標識板と脚の取付は，アルファ型取付け金具とする。に確認し，早め早めの避難を心がけて土砂災害から命を守って下さい。

　
徳
　

島
　

県
　

告
示
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

また，この区域内で土地の形状変更をする場合は那賀町長の許可が必要ですから、那賀
町建設課にご相談下さい。

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞

13121:100

工事名

標識工（急傾斜地崩壊危険区域）

当初設計図面

Ｒ２那土　ミサゴ谷他　那賀・木頭他　砂防工事

ミサゴ谷他

那賀郡那賀町木頭他
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標識工（砂防指定地）

○○　砂防指定地

この付近は土石流が発生するおそれがありますので，大雨等の際には気象情報をこまめに

構造形式は，次のとおりとする。

（標識板）

１　材質はアルミ板とし，厚さ2mmスコッチカル張りとする。

２　字体は，丸ゴシック体とし，色は黒色とする。

３　表板の地色は，白色とする。

４　わく線は黒色とする。

（標識脚）

１　材質は鋼管とし，Φ60.5mm×t2.3mmとし，長さは2750mmを基準とするが

　地形等の状況により増減することがある。

２　字体は，丸ゴシック体とし黒色とする。

３　脚の色は白色とする。

４　標識板と脚の取付は，アルファ型取付け金具とする。また，この土地の区域内において宅地造成、家屋の新築、土採取等の行為をする場合は
徳島県知事の許可が必要ですから，南部総合県民局那賀庁舎までご相談下さい。

確認し，早め早めの避難を心がけて土砂災害から命を守って下さい。

　
徳
　

島
　

県
　

告
示
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
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事業者名 南部総合県民局県土整備部＜那賀＞
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工事名

標識工（砂防指定地）

当初設計図面
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